
船舶事故調査報告書 

令和６年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 令和４年８月２１日 １６時３０分ごろ 

発生場所 福岡県福岡市碁
ご

石
いし

鼻北西方沖 

能古
の こ の

島灯台から真方位２２８°２.２海里付近 

（概位 北緯３３°３６.８′ 東経１３０°１６.３′） 

事故の概要 水上オートバイ一
はじめ

は、航行中、機関室が浸水した。 

事故調査の経過 令和４年１０月３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ 一、０.２トン 

２９０－６４５９９福岡、株式会社 senzoo 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型 

 負傷者 なし 

 損傷 主機に濡損等（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人が１人で操縦する水上オート

バイと共に、福岡市能古島西方沖での遊走を終え、出発地に向けて航

行を開始した。 

船長は、僅かに船体後部が沈み始め、機関室が浸水していることに

気付いたものの、浸水の状況を確認せずに航行を続けていたところ、

機関室への浸水が進んで半没状態となった。 

船長は、身の危険を感じたので、本船を放置し、友人の水上オート

バイに移乗して近くの浅瀬に避難した後、携帯電話で１１８番通報を

行った。 

本船は、翌日、本事故発生場所付近の岩場に乗り揚げた状態で発見

された後、解体処分された。 

船長は、発航前点検の際、機関室にビルジが溜まっていることを確

認していた。 

日本小型船舶検査機構発行の「メインテナンスガイド～安全につな

がる身近な「点検・整備」ＰＷＣ（水上オートバイ）」には、発航前

点検等の注意事項として、概略次の記載がある。 

機関室内にビルジが溜まっていた場合は、ビルジを取り除き、必要

に応じて整備方法を整備業者に確認すること。 

分析 

 

本船は、航行中、機関室に海水が浸水したものと考えられるが、船

長が浸水の状況を確認しておらず、浸水に至った状況を明らかにする

ことができなかった。 



原因 本事故は、本船が航行中、機関室に海水が浸水したものと考えられ

る。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・水上オートバイの船長は、発航前に機関室内にビルジが溜まって

いる場合は取り除くとともに、原因調査及び必要な整備が完了す

るまで運航を控えること。 

 


